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復興の未来
羽藤英二

▲ グランパリ広域計画



能登半島地震調査と概要
• 1/17-20, 1/30-2/1, 3/30-31の計３
回の調査を実施

• 活断層が上下方向に動いた逆断層
型（縦ずれ断層）地震で、地震波
解析から海底活断層で大きな動き

• 上下方向の動きによって陸側がせ
り上がり、輪島市沿岸で最大約4
メートル隆起

• マグニチュード7.6、最大震度7を
珠洲市で観測、周期1-2秒で一分
以上の揺れ（阪神淡路クラス）

• 輪島市では大規模な火災発生（東
日本大震災を超える火災発生率） 1月1日の夕方に発災し、輪島市で大規模な火災が発生



輪島調査
• 市街地は東側商店街を中心
とする河井町に対して、川
を渡って西側に鳳至（ふげ
し）町、海士町、輪島崎町。

• 輪島港は海士町と輪島崎町
に面し漁船200隻の二重係
船が常態化。

• 岸壁や荷さばき場などの港
湾施設は被災し,海水面低下
で、漁業全世帯が休業状態

• 舳倉（へぐら）島のアタリ
小集落に全世帯所属（２地
域居住の慣習）するも津波
被害は甚大だが帰省してお
り死者0。

輪島崎町

河井町

国土地理院ウェブサイト
講師加筆
https://maps.gsi.go.jp/vector/
#17/37.401862/136.899459/&ls
=photo&disp=1&d=l





海士町と舳倉島
• 漂着民13人が元和3年(1617年)
住居を許され、慶安2年(1649
年)に加賀藩から輪島の土地を
拝領。

• 夏季漁期のみ、海士町・鳳至
町（ふげしまち）から漁民が
季節移住、昭和30年代迄定住
者不在。

• 離島振興法によりインフラ整
備で定住者増（対馬海流とリマ
ン海流が複雑で、鮑、栄螺、魚醤の
宝庫）

• 舳倉島の小瀬と大黒瀬の2つの小島
は日本の排他的経済水域の基点、雨
量観測所「舳倉島」を2014年設置。

• 本土に居住し船で舳倉島周辺
の漁場に向かう通い海女と、
舳倉島に居住して海に潜る定
住海女

Map data© 2024 Google



輪島調査(2)
• 輪島市河井町の朝市は日本三大
朝市で、平安時代を起源。

• 300棟、5000haを焼失（糸魚川
火災を超える規模）

• 死者・行方不明者10人
• 低体温症を原因とする死因多数

• 道路が陥没し、倒壊した家屋や
土砂が行く手を遮った

国土地理院ウェブサイト 講師加筆
https://maps.gsi.go.jp/vector/#16.866/
37.397382/136.899757/&ls=photo&dis
p=1&d=l








三四郎池
遠水近火救不也 韓非子

東京大学



東京大学
道路をつくれ

寺田寅彦
1878-1935年
日本の物理学者









輪島旧市街地、3/31

建物倒壊による道路
閉塞が長期化。



道路のどこが壊れているか？

切/盛境界ではなく盛土造成部側で被害大

国土地理院ウェブサイト
 https://maps.gsi.go.jp/#18/37.389755/136.914094/&base=ort&ls=ort%7Cgazo1&blend=0&disp=11&lcd=gazo1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m
https://maps.gsi.go.jp/#18/37.389755/136.914094/&base=ort&ls=ort%7Cgazo1%7Crinya_m%7Cort_riku10%7Cort_1928%7C_ort&blend=00000&disp=111111
&lcd=_ort&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m （講師加筆）





輪島の狭隘な市街地
に対して1970 年代
以降の丘陵地開発を
可能にした道路が寸
断。



国立公文書館デジタルアーカイブ
https://www.digital.archives.go.jp/gallery/0
000000744



明治初期の道路はどうつくられていたか？
① 賃取橋（明治4年12月太政官達、有料の橋と道路を認める）
蓬莱橋（大井川）や箱根越。が全国的普及に至らず、道路法（大正8年）
では縮小

② 河港道路修築規則（明治6年8月大蔵省達）
a) 道路の等級と費用負担の原則
一等道路：東海中山陸羽道の如き全国の大経脈→国及び地元民負担
二等道路：大経脈に接続す脇往還枝道→国（地方庁に下渡）及び地元民
負担
三等道路：村市ノ經路等ヲ三等河港道路→全て地元民負担
b)実績主義による道府県への国費の支給額の決定
過去3～5年の実績→以降5年間の定額

地租改正直後（明治6年7月）、西南戦争前夜（明治10年）

今は拡大

国と地方公共団体の取り合い

財源不足という共通の時代感



明治初期の道路はどうつくられたか？
道路附橋梁法案（明治8年6月） by 地方官会議（府県知事の会議、木戸孝
允議長）
a) 新たな道路の等級区分
国道－府県道－里道
一等国道：東京より各開港場に達するもの
二等国道：東京より伊勢宗廟及び各府県鎮台に達するもの
三等国道：東京より各県庁に達するもの及び各府県鎮台を拘連するもの
→ 開口場の意識
→ 軍事的要素（鉄道の補完という概念は見当たらない）

b) 費用負担割合
• 国道については国費
• 府県道については国費と県費の折半
• 里道については区費
→「府県税賦課の方法実施未明確につき」（太政官）： 実現に至らず、新
たな道路の等級区分のみ布達（明治9年6月太政官達第60号）

安全保障との連携と思想



山県有朋の建議（明治18年2月）

「道路の制を更定するの議」（明治18年2月山形有朋内務卿→太政大臣）

「道路経理の良否は国家の盛衰に至切（しせつ）の関係を有し運輸の便未
だ拾子（ひらいこ）からず且軍備の拡張に急なるに於てはその制を確定し
修繕周到の方法を定る。」

下渡金の廃止を批判「事実上に於ては全く放任の状を見るに至れり。」

「全国を連絡せる国道の体裁に適さざる之実況あり。」
国道1,940里の修繕費として年間281万円、1/2ないし1/3の国庫負担を提案

松方大蔵卿→太政大臣「御聞置」



国土地理院ウェブサイトより 講師加筆
https://maps.gsi.go.jp/#11/37.327308/137.311935/&base=pale&ls=pale&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m



耕地整理の基盤
を生かした交通
オペレーション



高盛土と急傾斜
地で斜面崩壊し
たことで道路が
寸断され、孤立
化が進んだ能登
半島



のと里山空港や
みちの駅は広域
復旧拠点として
機能。

Ishikawa Prefectural Tourism League
https://www.hot-ishikawa.jp/spot/detail_13397.html



輪島調査(3)

国土地理院ウェブサイト 講師加筆
https://maps.gsi.go.jp/#18/37.391750/136.901144/&base=ort&ls=ort&disp=1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m



仮設住宅

東京大学 大月敏雄教授提供



仮設住宅
プレハブ型（東日本大震災）
↓
まちづくり型（熊本地震）
↓
ふるさと回帰型（能登島地震）
・集落の中にみなし仮設から移転
・土地の寄附を前提
・有償譲渡可能
・介護サービスの導入

・時間がかかるのはデメリット

NHK News Web
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20240420/k10014427801000.html



珠洲飯田町調査
• 奥能登地域の最大の港である飯田
港で被害大

• 町内を通過していた能登線は2005
年（平成17年）に廃線。

• 大伴家持がこの地
に国司として赴任
し、奥能登最大の
夏祭り。8町会から

出される曳山（高
さ約7m）と昭和58
年に復活し町会合
同で曳く高さ約
16mの燈籠山（と
ろやま）。

国土地理院ウェブサイト 講師加筆
https://maps.gsi.go.jp/#18/37.435184/137.264283/&base=ort&ls=ort&disp=1&vs=c1g
1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m
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宇出津
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蛸島
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2/17



蛸島
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珠洲宝立町調査
• 電柱や家屋の痕跡から津波
が沿岸から１５０メートル
離れた標高３メートルの住
宅街まで達したとみられる。

• 鵜飼川の河口付近は津波が
堤防を越えて浸水。川沿い
の道路には船が乗り上げた
ままで松の枝には鵜飼漁港
から流されたとみられる漁
網やロープがぶら下がって
いた。

• 左岸と右岸では漁港のある
右岸側で被害は少ない。海
岸付属施設整備の効果が確
認できる。 国土地理院ウェブサイト 講師加筆

https://maps.gsi.go.jp/vector/#15.556/37.395725/136.899487/&ls=pho
to&disp=1&d=l



黒島調査(1)
• 能登半島北西部の門前地域で、西
は日本海に面し砂浜から山裾に上
る緩斜面に街道に沿って南北に長
く形成。

• 集落成立は16世紀前半。北前船の
船主たちにより集落は成長を遂げ、
2009年に指定された保存地区は北
前船の船主や船員の居住地として
発展した能登天領の集落

• 最も栄えた明治初期の地割を良好
に残し、伝統的な主屋が敷地内の
庭園や土蔵、社寺建築、石造物、
樹木と共に歴史的風致を伝えてき
たが、角海老家旧宅が全壊。

• 漁港は海岸隆起により使用不能。
• 瓦礫処理は進まず。 国土地理院ウェブサイト 講師加筆

https://maps.gsi.go.jp/vector/#14.994/37.288924
/136.743953/&ls=photo&disp=1&d=l





















台湾花蓮地震
2024年4月3日7:58発災マグニチュード7.2

• ユーラシアプレートの下にフィリ
ンプレートが潜り込んだところで
ユーラシアプレート側が隆起しつ
つ一方、南方ではその逆にフィリ
ピンプレートの下にユーラシアプ
レートが沈みながら、捻れた衡点
となる活断層上に発展したのが台
湾東部の花蓮の地質学的な特徴。

• アミ族をはじめ多くの山岳民族が
花蓮及びその周辺に居住しており、
地域の社会基盤そのものが、原住
民時代、日本植民地時代、戦後に
整備されておりその性質や立地の
履歴は大きく異なり、常襲性の高
い大地震のたびに多様な対応を迫
られている。

図：東京大学地震研究所
Angelier,1986；瀬尾,1994
https://taro.eri.u-tokyo.ac.jp/saigai/2016taiwan/index.html

Map data©2024 Google
SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, 
GEBCOLandsat / CopernicusIBCAOTMap Mobility



著作権の都合により
こちらの図を
削除しました。

Map data © 2024 Google
Airbus,CNES/Airbus,
Landset/Copemicus, Maxar Technologies



著作権の都合により
削除しました。

著作権の都合により
削除しました。

著作権の都合により
削除しました。





発災から４日で
解体完了、道路
舗装済。



工事オペレーション
は現場任せのようで
あり、交通規制にも
あらかじめ用意され
ていたことがなされ
ているというより、
警察のコーンと野球
協会のコーンが混在
しているなど即座に
場当たり的に対応。



2018年花蓮地震で
は同じ道路の接続
条件によって生ま
れた三角の地割で
今回倒壊したビル
近傍の建物が倒壊、
空地になっている。
今回倒壊ビルは前
回被災しており、
断層近傍の大きな
変位が繰り返し引
き起こされたこと
で歪が増幅し破壊
に及んだと推測さ
れる。



同じ断層近傍の別のビ
ルは一階部で破壊。店
舗として利用されてい
た。
都市計画上、建築一階
用途が容積緩和に結び
つくことから高層化が
断層近傍で誘導され、
一階部の柱は少なく本
来壁で支えるはずのと
ころトランスペアレン
シーは高くなるものの、
断層近傍の大きな地震
に対する強度が不足。
断層近傍の建築規制強
化（一階用途と補強）
が求められよう。



国立花蓮女子高、東大の
社会基盤の1号館と都市
工の14号館や、村野藤吾
が設計した横浜市立大も
同じだが、中庭タイプの
回廊が学校建築の基本形
式として存在する。
一方で、こうし建築形式
は、その後の建築計画に
おいては敷地内の外側に
増築した高層の建築が建
てられることが多い。
一階低層部の柱はピロ
ティ空間と玄関を併設す
ることになりがちでこの
際柱を抜く必要があるこ
とから、今回の建物被害
ではスレンダーな建築の
柱で剪断破壊が拡大。





花蓮は、扇状地地形を生かし
た原住民集落、堀割り港とし
て苫小牧港の原型となった花
蓮港周辺地区に対して、その
外側には田浦や吉安といった
耕地整理基盤により形成され
るに至った日本人移民集落と、
（孫文由来の）中山路東に外
挿された花蓮駅まち地区、美
崙山近傍の日本軍施設となる
松園別館地区などに大別され
る。
美崙（びりん）山近傍には断
層付近に以前立地していた県
庁が移転、被害の軽減が図ら
れており、目抜き通りとなる
中美路沿いの建築は低層住宅
と公共施設の混在型土地利用
は災害リスクの低い市街地が
事前復興的に高台に展開され
ている。



花蓮港は、フィリピン海側
に深い水深を持つもののき
りたった岸壁は港湾に不向
きだったもの日本人技師が
手を入れ、最終的には堀割
り港が築港されるに至って
いる。
鉄道と道路が港湾施設とし
て取り込まれていることか
ら、今回横断道路や国道9号
線が寸断されていることを
鑑みると複数のモード接続
が港湾施設に接続しており、
港湾機能の維持に重要な役
割を果たしていた。
新鮮な砂も一部あり、ある
程度の液状化も発生してい
たことが伺える。



花蓮北部の立霧渓で国道8号は西
海岸向けた横断道に、国道9号は
台北に向けて分岐するが、2本の
経路が落石により両方寸断され孤
立集落が発生していることは、能
登半島地震における外浦側の国道
249の寸断に共通。

横断道側の孤立については市内で
ヒアリングを行ったところ、地震
が起きた時、合歓山んの上にいて
被災し道路が開通するまで4時間
待って西回りで台中から高雄へ廻
り道して9時間かけて花蓮迄帰っ
てきた人がおられたが、豪雨によ
る通行止めは常態化しており、一
般国道に通行ゲートが設置されて
いる。
また復旧に向けては旧日本植民地
時代の橋などが落石を免れたかと
からうまく活用されていたことも
興味深い。



今回は道路側が切断され、
鉄道が復旧していたことか
ら、台北から花蓮への陸路
が確保され早いタイミング
での現地調査を実現するこ
とが可能となった。
鉄道が台北と花蓮をつない
だのは比較的新しく土木技
術の進展がトンネルを使っ
た路線計画や急傾斜からの
距離が確保された海側のリ
スクの低い路線計画を可能
にした。
その一方で道路は以前から
バイパス化の計画があるも
のの沿道の山岳民族が土地
利用により通行量から生業
が依存していることから反
対の意見も多く、今回長期
化しそうな道路寸断に起因
して道路のバイパス建設の
議論に注目していく必要が
あるだろう。
少数民族に対する旧日本政
府や現台湾政府のインフラ
基盤整備に対する理念に関
係するものと考えられる。





能登半島地震の小結
• 復興が進んでいないのではないか？

• 初動の確認、処理速度（花蓮地震）
• ふるさと回帰型仮設とみなし仮設
• 漁港の活力と連帯

• 道路啓開とオペレーションの高度化
• アウトバーン（一方通行）方式
• 旧基準道路と複合被害（低体温症など）
• 志賀原発や外浦集落の孤立と代行復興

• 地域資源の破壊
• 東日本以降初めてのレベル１津波
• 補修文化財の倒壊と地形の変化
• 拠点（空港・道の駅）の災害代替機能



国土 3つの危機

巨大災害

2100年の人口
4000万

失われた
30年

国土の危機



国土 3つの危機
• 2002年に2018年を予測したSF
• 地方の疲弊、指導行政の行き詰まり。
過去の延長がもたらす未来の閉塞を
的確に予測

• 前提主義、リーダーシップのなさ、
抜本的な変化を怖れた結果が何をも
たらすのか。

• 問題解決のためには意外性の重要性
を説く。

「平成三十年 上 何もしなかった日本」堺屋太一著 朝日文庫
  https://publications.asahi.com/product/4051.html



スタンリー・ミルグラム
服従の心理―アイヒマン実験

ユダヤ人であるミルグラムはホロコーストはな
ぜ起きたのか？凡庸な悪の正体を見極めるため
に服従の心理―アイヒマン実験を行った。

その結果、

過剰負荷状態：提示される一連の入力を人間と
いうシステムが処理しきれない状態に陥ると、
都市生活者は４つの忌避行動を取ることで過剰
負荷状態に適応する．

「関わる時間を短くする」

「無視する」

「間接的に接しようとする」 
「他人事にする」

Harvard Department of Psychology, CC BY-SA 4.0, via Wikimedia Commons
https://en.m.wikipedia.org/wiki/Stanley_Milgram



地図：国土交通省東北地方整備局道路部
https://www.thr.mlit.go.jp/road/fukkou/content/province
/iwate/miyako.html







福島県浜通り
まちづくりの基本となる暮らしの声の共
有











おしゃべりが生み出す新たなライフスタイル拠
点：浜通り地域デザインセンター浪江



能登半島の復興の未来
• 能登半島という土地は、富山湾に面した内浦と外洋に面した外浦を
中心に、内陸部の丘陵地といってもいい低い山間地と浦浜に独自の
流通ネットワークの下でそれぞれの集落が蓄積・連担してきた地域
であると言ってよかろう。

• その一方で口能登は加賀藩の消費を伴う文化振興を下敷きに富山や
飛騨を媒介することで東西境界を結びつけ列島を豊かにすることに
大きな役割を果たしてきた。廻船や街道を利用する人々によって育
まれてきた文化は豊かな林産と水産にも支えられて、環日本海の中
で新たな歴史を刻んでいくことが求められている地域である。

• 昭和40年代の国鉄能登線が蛸島まで開通したことを景気に奥能登観
光ブームが起きた。昭和50年代の金沢・奥能登２時間圏構想に基づ
く能登有料道の整備や珠洲道路が開通した後、90年代には志賀原発
が稼働、2000年以降の能登空港の開港には費用便益を超えた地域へ
の期待がこめられてきた。

• 選択と集中により失われた30年を過ぎてまだなお、あるいは繰り返
される災害を前に持続可能な国土を新たに描くことが求められてい
る、これからもこの限られた土地で生きたいと願う人々と共に。



フランス、中国、イラン、ス
リランカ、インド、ルワンダ、
オーストリアの学生たちが研
究しているが、彼女たちは日
本社会とは一線を画している
ように見えるし、私がよく焼
肉にいく大塚にはイスラム教
圏のモスクがありモスクの周
りには独自の文化圏が形成さ
れている彼女たちは独自の慣
習を守り続けているように見
える。

私の研究室
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